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 研究要旨 

 ノロウイルスによる食中毒発生要因としては調理従事者の糞便・嘔吐物 

由来の食品汚染が主と想定されてきた。しかし、近年の疫学解析によって  

胃腸炎症状の有無に関わらず口腔、鼻腔咽頭ぬぐい液や唾液からも    

ノロウイルスが検出されることが明らかとなりつつある。そのため本研究で

は調理従事者・食品取扱者の上気道飛沫によるノロウイルス汚染の可能性に

ついて調査するため、唾液中のノロウイルス検査法を構築し、登録衛生検査所

の協力のもと、調理従事者・食品取扱者を対象にノロウイルス検出状況の実態

調査を行った。また地方衛生研究所において集団事例における糞便・唾液中の   

ノロウイルス検出も実施した。 

 

 

A. 研究目的 

 ノロウイルスによる食中毒発生要因と

して、調理従事者の糞便・嘔吐物飛沫に 

よる食品汚染が主と想定されてきた。 

しかし、近年の疫学解析により、胃腸炎症

状の有無に関わらず口腔、鼻腔咽頭  

スワブや唾液からもノロウイルス核酸が

検出されることが明らかとなってきた 

(Dábilla N et al., J. Clin. Virol. 2017; 
87:60-66., Anfruns-Estrada E et al., 
Viruses. 2020;12 :1369.)。さらに本研究

班が始まってから、ヒトノロウイルスが

唾液腺細胞株に感染し増殖すること、  
in vivo 実験系で唾液を介したマウスノロ

ウイルス感染も報告された (Ghosh S. et 
al., Nature. 2022; 607:345-350. )。 
糞 便 以 外 の 上 気 道 粘 液 か ら ノ ロ   

ウイルスが検出されれば、糞便・嘔吐物 

汚染以外のルートでもノロウイルスが 

感染伝播する可能性が示され、感染制御

対策のための新たな知見となりうること

から、本研究では我が国の調理従事者・ 
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食品取扱者を介した食中毒発生の汚染源

の可能性を探るため、糞便に加え、上気道

粘液として医療関係者を介在せず非侵襲

的に自己採取できる唾液を対象にノロ 

ウイルスが検出されるか検討することと

した。 

 

B. 研究方法 

1. 材料 

1)ノロウイルスをスパイクした唾液検体 

ノロウイルス陰性の市販唾液（健常者

の唾液を poolしたもの） (991-05-P Lee 

BioSolutions, コスモ・バイオ取り扱い)

にノロウイルス陽性糞便 GI.7 GII.4

を添加し、GI スパイク唾液： 8.0×107 

viral genomic copies/mL、GIIスパイク

唾 液 ：  4.9 × 107 viral genomic 

copies/mLを調製した。 

 

2) 調理従事者・食品取扱者の唾液検体 

株式会社  日本環境衛生研究所に  

おいて糞便中のノロウイルス検査を行う

調理従事者・食品取扱者のうち、本研究 

への参加（糞便と同時に採取した唾液の 

提供）の同意が得られた方を解析対象と

した。採取した唾液検体（匿名化済み）、

合計 304 検体を国立感染症研究所に送付

し、抽出核酸を用いた RT-リアルタイム

PCR に よ る ノ ロ ウ イ ル ス の      

スクリーニング検査を行った。検体採取

日および数の内訳は 

2022.12.7 (n=62)、2023.1.5 (n=62)、 

2023.1.26 (n=58)、 2023.2.8 (n=64)、 

2023.2.13 (n=58) 

である。 

 

2. ノロウイルスの検出 

抽出操作は自動核酸抽出機 MagNaPure 

96 (Roche)を使用し、MagNA Pure 96 DNA 

and Viral NA Small Volume Kit（ロシュ 

 をの唾液00µL2で行った。）6543588001

   OG1 F/RC後、に溶出50µL使用し、

, プローブTPa, TPb-RING1プライマーと

-RING2プライマーとF/R-COG2もしくは

、PCR-RTリアルタイムプローブを用いたPT

も し く はOG1 F/G1SKRCあ る い は

法PCR-RTプライマーを用いたG2SKF/SKR

行った。ノロウイルスの核酸検出をで  

リアルタイム PCR 用のマスター   

ミ ッ ク ス は cDNA を 鋳 型 に す る

QuantiTect Probe PCR Kit (Qiagen 

204343)、Luna universal probe qPCR 

Master Mix (New England Biolabs  

M3004)、抽出核酸をそのまま鋳型にする

TaqMan Fast Virus 1-Step Master Mix 

(Thermo Fisher Scientific 4444434)で

行い、それぞれキットの指示通りの組成、

温度条件で反応させ、7500 Fast Real 

Time PCR System (Applied Biosystems)

で検出した。 

Conventional PCR 用 の マ ス タ ー   

ミックスは KAPA 2G HotStart Ready Mix 

with dye (KAPA Biosystems KK5610)を

用いた。1-step 系以外の核酸検出系につ

いては、Random 6 mer(タカラバイオ 

3801)と RevTra Ace（東洋紡 TRT-101）を

用いて cDNA合成を行った。 

 

(倫理面への配慮) 

 調理従事者・食品取扱者からの唾液検

体採取に先立ち、国立感染症研究所に 

おいて人を対象とする生命科学・医学系
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研究に関する倫理審査を申請し、2022 年

7 月に承認を得た（承認番号 1405）。 

 

C. 研究結果 

 ノロウイルス GIもしくは GIIをスパイ

クした唾液を用いた検討により、使用 

したリアルタイム用マスターミックス、

conventional PCR用マスターミックスは

い ず れ も 5 × 101 viral genomic 

copies/µLまで検出できた。 

例年の検出動向から糞便からのノロ 

ウイルス陽性率が増加する 12 月より株

式会社 日本環境衛生研究所の協力の

もと、胃腸炎症状のない調理従事者・ 

食品取扱者から提供された唾液検体

（304 検体）を対象にノロウイルス核酸

の抽出・検出を行った。今回は陽性  

コント ロ ー ル と し て 用 い た ノ ロ   

ウイルスをスパイクした唾液の結果 

から、抽出核酸をそのまま使用すること

が可能で、より多くの抽出核酸を反応系

に持ち込むことができ、同じノロ   

ウイルス濃度の検体の場合、より低い Ct

値でシグナルを検出できた TaqMan Fast 

Virus 1-Step Master Mixで行った。 

今回の解析では調理従事者・食品  

取扱者唾液検体からのノロウイルス陽性

例はなかった。なお、株式会社 日本環境

衛生研究所において解析対象となった 

協力者の糞便のノロウイルスを検出した

ところ、これらもすべて陰性であった。 

また本研究期間中に、熊本県保健環境

科学研究所において、高齢者施設に  

おける集団胃腸炎事例（1 事例）の病原 

因子検索を目的として 8 名の糞便および

唾液のノロウイルス検出を実施した。 

糞便からはノロウイルス（GII、Ct 値: 

17.6～34.8）を検出したが、唾液からは 

ノロウイルスが検出されなかった。 

 

D. 考察 

 調理従事者・食品取扱者糞便における

ノロウイルス陽性率は例年、冬季は 1%程

度とのことであったが、今回の解析では

糞便、唾液いずれからもノロウイルスが

検出されなかったため、唾液における  

陰性結果は妥当と考えた。 

国立感染症研究所の集計によると、 

今回解析対象とした 2022.12〜2023.2 の

ノロウイルスの報告数は 2020.2 までと 

比較しても半数以下で推移していた 

(https://www.niid.go.jp/niid/images/

iasr/rapid/noro/230410/norolong_2304

10.gif)。このようなノロウイルスの低い

検出状況も本研究班の目的である唾液 

からノロウイルス検出に影響した可能性

がある。 

また今回解析できた集団胃腸炎事例 

対象者の唾液からはノロウイルスが検出

されなかった。従来の糞便での解析では

発症後、経時的にウイルス排泄量が減少

することが知られていることから、今回

は糞便でノロウイルスが陽性となって 

から、後日唾液の採取・調査を実施した 

ことも影響した可能性が考えられた。 

 

E. 結論 

 当初の研究計画通り、初年度に   

ノロウイルスをスパイクした唾液   

サンプルを用いて、唾液からのノロ  

ウイルス検出に適した核酸抽出、検出系

を選定した。現時点では健常調理従事者・
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食品取扱者ならびに有症胃腸炎集団事例

の解析対象者の唾液からノロウイルスは

検出されていないが、次年度以降も継続

して取組む。 

 

F.  健康危険情報 

なし 
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